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生年月日　1983年 2月千葉県生まれ
最終学歴　 2003年有明工業高等専門

学校建築学科卒業
業務経歴　2003年㈱竹中工務店入社
　　　　　2004年大阪本店設備部
　　　　　2010年大阪本店設計部
　　　　　2012年大阪本店設備部
●担当した主なプロジェクト
2004年　ダイヤモンドシティ北花田
2005年　三井倉庫北大阪事務所
2006年　パルティーレ神戸
2006年　 ダイワロイネットホテル神

戸三宮
2006年　朝日生命三宮ビル耐震改修
2007年　Jレップロジステーション神戸
2008年　アーバンテラス三宮改修
2008年　フジッコ本社増築
2008年　UCC神戸本社空調改修
2009年　エスタシオンデ神戸改修
2010年　正導会神野修行所
2010年　ピオレ姫路
2012年　りそな梅田ビル改修
2012年　 三井住友銀行大阪中央ビル

改修
2013年　ニッケ四ツ橋ビル耐震改修
2013年　堂島アクシスビル空調改修
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大規模電算ビルにおける非常用発電機増設工事～建物機能を維持しながらの施工計画と実施～
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非常用発電機（3号機）
1,000kVA

高圧母線6,600V.

特高22kV
2回線引込

今回増設

増設発電機機と同期
させるため要更新

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

同期

同期同期

（図- 1）計画概要

●施工上の問題と対策
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遮断器同期盤No.2発電機盤

高圧母線6,600V

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

No.1発電機盤 遮断器同期盤

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

No.3発電機盤遮断器同期盤No.2発電機盤

Hz

（故障中）
）転運（）転運（

自動同期

高圧母線6,600V

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

No.1発電機盤 遮断器同期盤

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

No.3発電機盤

Hz

（故障中） ）転運（）転運（ 自動同期

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

■１号機故障の場合、既設No.2遮断器を経由して送電

連動遮断器
自動投入

■２号機故障の場合、既設No.1遮断器を経由して送電

発電機から高圧母線への送電ルート
（既設の遮断器から送電する）

発電機から高圧母線への送電ルート
（既設の遮断器から送電する）

連動遮断器
自動投入

（図-2） 既存発電機の送電ルート利用に
よる無停電で施工可能な計画

●リスクゼロを踏まえた
　施工手順
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３号発電機の搬入据付

ユーティリティ配管の分岐作業
（休日深夜６ｈ以内）

３号機試運転・実負荷試験

既設発電機盤の移動
１，３号機仮設ケーブルの接続
（休日深夜６ｈ以内）

１，２号発電機盤の搬入・据付

２-３号機の同期試験調整
（休日深夜６ｈ以内）

１ ２

仮

１ ２

仮

１ ３

１ ２ 仮３

運転可能な発電機

２

１ ２ ３

１ ２

２号と３号の発電機盤を連結
（休日深夜６ｈ以内） １ ２ 仮３

STEP-1

STEP-2

STEP-3

STEP-4

STEP-5

STEP-6

STEP-7

３

３

３

１号機 仮設対応の切り離し １ ２ ３

１-２，１-３号機の同期試験調整
（休日深夜６ｈ以内） １ ２ ３ 仮

STEP-8

STEP-9

工事のフロー

金融庁指導に
よる追加対応

総合実負荷試験 １ ２ ３STEP-10

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図- 3）施工手順

●仮設発電機計画
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操作遮断器を明確化

送電・停電範囲を明確化

操作者を明確化

＊＊

（図- 4）仮設発電機による送電計画

●発電機盤の仮設利用
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非常用発電機（2号機）
2,500kVA

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

No.3発電機盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

高圧母線6,600V

予備回路

３号機が万一動かないリスクを考慮し、
撤去せず場所を移動して再接続
（仮設発電機車を配備し深夜６時間で作業）

電算負荷だけなら1,000kVAで賄える

停電時自動起動手動起動

両方運転できるため、高い信頼性
（注）同期盤がないため同時運転は不可

（仮設ケーブル）

仮
設
ケ

ブ
ル

機能停止中

常用常用発発電電機機（（2号号機機
2,500kVkk A

機能停止中

（図- 5）発電機盤の仮設利用

●盤の連結と同期試験
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高圧母線6,600V

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤 遮断器同期盤 No.3発電機盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

予備回路

Hz
）転運（）転運（

自動同期

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

③仮設ケーブル撤去し
本設ケーブルを接続

①盤間接続

②同期試験調整

（図- 6）2，3 号機の同期試験

3Ȃ 4อഩ͈ܥ൳ۖܢၭࢃȂࣣ

ࠗယၾ4-611lWBͬࣞգ༦͒ഩ́

̧ͥેఠ̹̹͂̈́̽͛ ͈̥ͣܥ4

୭ΉȜήσུ̱ݲ୭ΉȜήσͬകب

͒୪ͬ་ࢵȂ̭ͦͤ͢ͅ 2อഩ

୭ΨΛ·ͺΛί͜ະါ͂بͥ͢ͅܥ

Ȃࢃ୭ΉȜήσͬ୨ၗ̱ب̹͛ͥ̈́

ུ୭ΉȜήσͬ୪̱Ȃॼ͈ͤ൳ܢ

দۖͬࡑၭ̳̭ͥ͂́Ȃ͈̀อഩ

ෝ̹͂̈́̽ȃخഢ̦ܥ

高圧母線6,600V

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤 遮断器同期盤 No.3発電機盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

予備回路

Hz
）転運（）転運（

自動同期

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

④
仮
設
ケ

ブ
ル
切
離
し

⑥同期試験調整

Hz

⑤本設ケーブル接続

自動同期

（運 転）
（運 転）

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

（図-7）1，2及び1，3号機の同期試験

●総合実負荷試験
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